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自己紹介
貝原大和（かいはらやまと）
広島県福山市横尾町生まれ
※父親の実家が新市町常です。
幸千中学校/誠之館高校/大学
33歳

合同会社StrAction代表
福山市三之丸町8-8
（福山ニューキャッスルホテルの真裏）

2017年の夏に東京から
帰ってきました。



漫画プロモーション



福山移住新聞



スマートフォン修理



オンラインイベント限定ポータルサイト
「どこでもドア」



福山駅前商店会 役員



一般社団法人福山青年会議所 理事



市民・行政による
世界初のバーチャル祭についてのご報告
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第53回福山ばら祭2020



福山ばら祭 概要
主催：福山祭委員会
開催日：第3週目の土日
会場：緑町公園、ばら公園、花園公園、中
央公園、福山駅前の商店街等
ボランティア等関係者：約2,000人
来場者数：2018年85万人 19年86万人



ばらのまちづくりの紹介①
1945年8月8日の大空襲により市街の約8割
が焼失。

戦災復興の最中、土地区画整理委員会委員
長を委嘱された中村金二さん(園芸が趣味)
の元に「花が咲き誇る福山を1日も早く」と
いう声が届く。

1949年横浜で開催された日本貿易博物館で
西洋のばらを見て感動し、自身の庭に植え
たことがばらのまちづくりのはじまり。



ばらのまちづくりの紹介②
5月21日は「ばらの日」 2015年9月18日
に「福山市ばらのまち条例」を制定。市民
と行政が一体となってばらのまちづくりを
進め、平和の尊さや心の豊かさが実感でき
る活力ある福山の実現を目指す。

約2,000名の市民で作り上げる福山最大の
祭となった福山ばら祭は2018年に85万人、
2019年に86万人が来場し、ばらのまちづ
くりを市内外へ発信する最高の手段。





新型コロナウイルス(COVID-19)の流行
2019年末頃に発⽣したことを⽪切りに、すぐ
さま世界中に感染拡⼤。ほとんどの⼈は軽い
症状ですむが、中には重症化する⼈も。⽇本
政府はCPRによる検査を最低限度に抑え、医
療崩壊(感染症患者⽤病床数を患者が上回るこ
と)を防ぐことを最優先に、感染者の拡⼤を防
ぎながら、特効薬やワクチンが登場すること
を待つ戦略。つまり、しばらくは⼈が集まれ
ない。

1月16日 国内最初の陽性者



史上初のオンライン開催



成果
当日は2万人以上の人に見てもらうことが出来た。
翌日にはスーパーJチャンネルに取り上げられた。
動画は残り続ける為、今後も発信してくれる。
一度大きく変化させることが出来たこと。
祭×オンラインという手法を見出せたこと。
ばらのまちづくりを止めず、未来へ繋いだこと。



ここからは一緒に考えていきましょう。

テクノロジーを使って
どう良くしていくか？



例えばうちの会社であれば
メールのやり取り・・・Facebookメッセージ
資料保管・・・Dropbox
資料作成・・・Googleドキュメント
タスクリスト・・・Todoist
集客・・・SEO、MEO
申し込み・・・申し込みフォーム



松川さんから聞いている課題
①法⼈内を繋ぐこと
②地域の交流館、⽼⼈福祉センターなどと繋げて
いくには
③地域へどう発信していくか

他にもありますか？
今⽇解決出来なくとも、明⽇以降に適切だと思わ
れるITツールを調べ、報告させていただきます。


